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天然腐朽木材の化拳的組成
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緒雷

木材晦朽菌に目された4三材は，化務的ならびに物理的の諸性質が饗化し，化接的には

次第に諸成分の分解費位が起り，アルカリliJi容成分を増加し例えばとれをパルプの製造

原料に月iいると築品を多量に消1ーをし牧景が減ヒるばかりでなく，製品の品問も低下する。

また化接的鑓化tt，:伴って， 物理的には次第に・4手商』症をこ減少し， もろくなって強度主夫い，
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工轟的{買値を銅ヒるためその用途が制約される。腐朽の茜しいものは，そのままの形で利

用するととが困難であるため，樹朽木材は現在ほとんど利用の封象とはならないで，徒に

腔物として林内に遺棄せられ，腐朽の蔓延を助長し， ~1-業上幸子-ましからぬ役割を演じてい

る。又せっかく工場に運ばれたものも廃材として殆んど顧られない現献である。

腐朽木材を化事的にみればな必貴援なイ{機化合物の資源でaうるから， とれを通常に庭
科.して有月jな製tihと化するととは木材不足の折から極めて必要と考えられる。 との1lには

天然にるる腐朽木材の化接的研究を行い， それぞれの樹朽段階に沿ける材の化接的組成の

賞態を知ると共に，援質した木材成分の特性についての知識を深めるととが必要である。

かくして木材化撃の立場から腐朽の現象が明かとなり，利川ばかりでなく，樹朽度の確貨

な判定に基く災害の防止，木材防腐の問題にも布領11.託子[えを輿えることが出来ると信ぜら

れる。

天然にイ長在する腐朽木材は，樹本必よび腐朽歯の種類により，又その櫛朽の限度によ

り，更にまた描警の併殺，風化作用等のために，その化崎県的成分の組成は非常に多種多様

であって，健全木材にくらべ楳雑であると考えられるので，腐朽木材の成分の研究は非常

に困難であって，現在までに腐朽木材の化接的研究の護表されたものは頗る多いが，更に

多くの究明を必要とする。

筆者守j;は，まや腐朽木材の化崎県的組成を知ろうとして， 主として北編草庵針葉樹の天

然晦朽木材について分析を行ったので，その結果を報;守する。

との研究t::行うに嘗って，材料の提供;tz:御壷力下さった前北大演習林長中励賞吉博士，

札帆骨林局土木謀長竹内一雄氏，前3ii山渓管林署長柳本一彦氏，前大夕張費林署長小山二

生氏をはじめ，ゐ依話になった課員・署IJ• i反出所の万A"，更に被害菌の砥顛を確・認する

ために材料採取地まで御Ii.j行，培義z試験をして頂くなど，格始懇切な御・教示を賜った亀井

専次博士tz:謝意を表する失第である。 2主主テ本研究費の一部は文部省科感研究'貨によった事

を附記して謝意を表する。

I.既往の文献

腐朽木材の化接的研究の護表されたものは起だ多<.それらについて総括して記載さ

れたものには， FUCHS， W.~ぺ SCllORGER， A. W.町三浦・西岡町逸見・赤井師、 WISE，L.E.刷、
右倒76l，Hλ日主LUND，E.2l'¥ KOLLMANN， F.!!η， BRAUNS， F. E.5)等の著書があり， とれらの

記載ならびに原半年，抄鍛え記ど[交献 1)-89)]から既往の研究の甑況を知るととが出来る。

腐朽ホヰ寸が化製的に取扱われ始めたのは今から iO-80年前であって HAR11G，R.:JO) 

が木材の腐朽曲.による分解とその化崎県的性質に闘して述べ，同一菌は同一種の木材に封し

常に liîJ-?~~の腐朽をするととを指摘し Polfþorur j削 iteriusはリグユンを分解してセルロー
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ズを建し，PolyporusωrneU$は同じ材に生育して，セルローズを殆ん左完全に分解して， リ

グユンに富んだものを捜すととを見出した。又 TrametesPiniは針葉樹材を冒して殆んど純

粋なセルローズを残しとれは ZnCI，濃i容液で、鹿理すると青色を呈するととを見出した。

木材腐朽菌の代謝産物については CZAPEK，-F.l1)が初めて研究し， 酵素による分解である

と七た。とれらの研究以来，多くの研究者が腐朽木材の化事的組成，成分の捷化等につい

て色々な菌種必よび樹種について研究し，天然腐朽木材を扱9たもの，人工的に腐朽させ

たもの等があ担，その結果も多様であってf 簡単に綿、括するととは困難で、ある。

腐朽木材の元素分析については HART官IG仏，R.以後LばLば行われ帆胃叩，5仇5

Fグ=ンλ，茨水化物の何れが主として冒されているカか〉は，長素の含有量からうかがわれる。

ー木材成分の完全な分析は ROSE，R. E. and LISSE，M. W.45)に上って行われて以来，多く

の人々によって行われた。木材の生物化皐的分解による色から腐朽の型を褐色朽(赤腐れ;

brownrot; Rotfaule; dry rot; Trockenf五ule;destruction process; Destruktionsfaule)と白色

朽(白腐れ whiterot ;Weisfaule; corrωionprocess; Korrosionsfaule)の2型に分けている

が， 之れを化接的に研究して18舟，62，師、褐色朽は木材成分中セルローズとそれに随伴する

炭水化物が冒されて，木材固有の色が無くなり， リグ=ンが徐り冒されないで、建り，最後

に暗褐色になる。また材の牧紘が大きく， NaOHにi容解するものが増加する。 Merulius，

Po/yporus， ConioPhora， Poria， Lenziies 等の菌がとの型の腐朽をーし>>グニンが多く残るため

にき是素の含有量が鴎朽の進行と共に増加するととが知られている。白色朽は生立木の冒さ

れる場合に多く，長期間分解が績けられ，材の牧縮は少いけれども賓質は減少する。 リグ

ーン院腐朽の進行と共に減少するが，セルローズは分解された形で最後の段階まで残存す

るために提案の含有量が減少するのでるるが，結局との型では木材成分の総てが減損する

ものであるとされている回爪剖}。 〈白色朽に於ては純粋なセルローズを繊維欣に残すとした

ものもあるが初，m，純粋ゑセルローズでないとするものもある問。 更にベント{ザン，セ

ルローズ， リグニンの分解される主主さの差異によって幾つかの型に分けることも出来る問。

また木材の色については，腐朽による槌色はリグニンの消費によるものではなく，有色の

抽出成分が分解ナるためであるとみる者がある問。

木材は腐朽によつて容積重喜を5減少し却，19，町んm汽， 7.水1¥.i博容4性物質は多く白場合増加する6，戸ム州8，り，λ1却9，

却凡

へミセルロ戸ズ主沿詮よびFグニンの饗化したものが合まれ4め刊〉九，フミン酸その他の酸性物質が含

まれる岨，刈蝿船、。又アルコ ~Jルレ.ぺンゼン拍出物も増加しし，アルコール抽出物の中にはリグ=ン

の分解物が含まれるとともあり BOSWELL，j.G.めはこの中から 8.9%のメトキシル基を

有する C40H回016に相官ずるものを車離しでいる。

ヘミセルローズは腐朽により加水分解し易いものの方が先に消費され，ベントーザン
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が光す歩写胃されて3町1り〉一般に減少する4品6，6←‘町り3

易いとも考えられているが羽mヲ，ぺント-ザンが除り分解され2な主い場合もある明町}。 メチルベ

ント{ザンは TULLENSの方法で分析すると腐朽木材では健全材にくらべ立増加する結果

をと示す場合が多いが岨ん問、とれはセルローズなど炭水化物が聾酸によ?て分解してオキシ

メチルフルプラールを生じ とれがメチルペント{ザンとして定量されるためであると考

えられている悶)。

BRAY， M. W. and ANDREWS， T. M.8) 以来，多くの研究者によって明か念ょう粍ゐセ

ルローズの中，腐朽によってa・セルローズと 7・セルローズは減少し，。セルロ Jズは増加

する。とればセルローズ分子が分鮮によって短くなり， ヲた第にアルカリに llti存性になる

のであり.，2ペ重合度が低下するのでるる制向。またI~朽によって，セルロ{ズの結局領域

の減少するととは X制による廻折から知られる向。な必腐朽木材のセルローズを CRuSS

&BEVA!>o誌によって定量する場合，勝n犬に友り亜硫酸ソーダ溶液に一部溶解し定量の困
難なととが知られている町。

リグユンは一般に微生物に封して安定であって，補色朽では殆んど分解されないで，

そのメトキシル基は殆んど?恒量で'i1うるとされt円 分解される場合は酵素による酸化作用で

あってJ，10，It ， ~ð ，:..'" ，2S，相・ペ メトキシル基の合有量が減少する.'C，Od，向。 え記事量分解すればその分解

生成物は CO，と CH4まで進むという S)。 肱メトキシルによってブミン化が行われ帆， リ

グユンとプミンとは統接な闘係がある。白色朽ではプミン酸の生成は少いが補色朽では非

常に多い肘~制下。 腐朽木材の NaOH抽出物ゐよびアルコール抽出物からリグユンの分解生

成物と考えられるものが!jt~撃されEN)， また放近，腐朽木材から天然リグエンと性質のよ

く似たリグ=ンも抽出単灘された悶〉。化取的に単灘したリグニンは備朽菌によって利用さ

れたいと考えられていたが仰円嫌気的には徐々に分解され汽また願致されたある積の菌

では県総したリグニンをと決議源として利月j出ういるととが知られため。

II. 費聡材料と分析猷科の選定

A. ヱゾノコシカケ (Fo1Tlesjezoensis TOCJlINAI et KAMEI) 

によって腐朽したヱゾマツ材

北大天盛第一演予?林の被害虫"札樹尚 19.7m，胸尚直侭4:l5cm，地上から1.5mの虚に

北北京に断し子賞休が着生していた。とれを地上80cmの正:jさから伐倒し f賞休着生部

を中心として腐朽の紋も進んだ段備を含む約 50cmの!以さの材幹と，地上 7.2m附近の治i

さの底から， T，'ff朽の初期段階と二~・えられる鑓色部分を合む材幹と，.Il!に地上1I.2m附近の

尚さの底から健全な材幹を採り，賞験室、c送付して分析，式料を調製した。

との菌.に円されると，材はます唱t度に赤挫し次第に淡黄禍色と tJ.り微細な孔隙を生
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第 1圃 エゾノコシカケによって腕朽した
エゾマツ材の子2主体若生1前日1m近句縦断面

色繊維秋物には全〈呈色が見られなかった。

ゃるようになる。さらに材は浪赤禍色

に主主化してレンズ!IJ¥の孔1lJ.1を増加し，

その中に純白の繊維剤、物が分荷量される。

最も附朽の進んだ材は僅かに補色を必

びた黄白色であって，カステラ欣をな

し分灘された白色繊維欣物は減少して

益際部が多く，極端に軽量主となってい

る。子主主体着生附近の縦断ffiil品を第 1

liiYlに示す。

フロログルシ ン臨R責務淡によるリ

グエンの9.色反応は，健全材と援色部

分には'I'IJ然と見られたが，術朽の進ん

だ部分のレンズ~J\孔の同級でγ炎黄色の

鎚色部分には見られなかった。また白

以上の観察から'li&'f5の進行の段附を考慮して失の7極の分析試料を選定した。主主主詮と

のIお朽木材は極めて不均一であるために通常の粉体機によっては，干し内の白色繊維欣物の

みが特におH粉される沿それがあるので，機械鉛でおiく.IJ、さゑ飽屑~J\とし，その形で分析

を行った。

Ao : 樹首:j11.2 m附近から採った溢材をふくむ健全材

A， : 樹高 7.2m附近から採った僅かに縫色した心材(干y]jt}])

A， : 樹高1.5m附近の一子資休治生官官から採ったとく縫色L.レンズ欣孔があり， そ

の中に白色織，t!tMJ(物が充満した心材(中jt}J)

• 

A; : ん から白色繊維欣物を除いた部分 e 

A，: A，と同じ材柄、中の，更に附朽の進んだ最も軽量主主主部分で，白色繊維RJ¥物も消失

して少量となり，槌色して友色がかり，爪で容易に伴くととが出来る心材(末期)

A;! ん から白色繊維~}\物を除いた部分

A，: A，:t.旨よびんからピンセッ トで、採った白色繊維献物で，んからのものが主であ

る。んからのものとんからのものは性質が濯うと思われるけれども，

桜く少量しか抑:j/:I'，で‘きなかったので、混合して語り}とした。

B. エゾタケ (Polyporusborealis FR.)によって

腐朽したアカエゾマツ材

昭和23年 3n 26日，北大雨前演習;jo-lcltIぇj二子里事業匝試験地内の被害立木，樹高26m.
伐採高 2.3m.伐採高に於ける直径は 75cmで， その中心部はすでに空洞になってたり，
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益洞は地上高 3mK沿よび，心材部の愛色は廷に 2m上方まで主主していた。高さ 4.8mの

樹幹の部分から健全材を採取し とれと伐採尚との中聞に於て，淡京半島色に鑓色した部分

沿よびそれに隣接した3情熱色の主主色部分を， }J!K伐採詰i附近から'?M朽の末期の段附と思わ

れる資制色の部分を採取した。 とのW!IKよって附朽した材は，多くの他の腐朽木材のよう

ド K，手指によって容易に俳かれるような末期の倣態の材は当時(，然も比較的均一に附朽が

進んで、， ェゾノコシカケに於て見られた白色繊維JIJ¥物のよ うなものはやす庭にも見蛍らや，

w 又フロログノレシン監事酸溶液によるリグエ ンの主色反l虫、も，附朽の各段附の材の全両にわた

¥J 

って現れ，白色朽Jo-よび初色朽の典型的制微は見られない。京

初色に後色したさき澗に接する部分が附朽の米Jmであるととは察

知出来るが，その中|甘iの鑓色の段慨はイiiJれが初期lであるかはl明

かでたい。 との材料から次のように 4種の分析'~i制''fを調製した。

Rミデ理圃l
Lミ.悶l
'.ム.1目
Eミ_r'

Bo : 樹高 4.8m附近の樹!?宇より採取した他会材

B，: Bù部と伐採前iの '=\"1日1から採取した淡v~m色の縫[~*寸
句

B.: B，と隣接した;11・紫色の後色材

B3 : 伐採高附近の空洞に接した長ー秘色の材、菌絞殺が現

れ，周平1;rI主方休ρノj、材)干に分割された形!/J¥であっ

て，との立iによる'M朽木村の典型的末期兆候を示し

ている(第 211~，j参 n机

第2凪 エゾタケにょっ

て腐キすしたアカエゾ

マツの小材片

C. トドマツノオオウズラタケ (PO/YP01'USba/sallleus PK.) 

によってl匂朽じt-cアカエゾマツヰ寸

第 3圃 トドマツオホウズラタケによっ

て腕朽したアカエゾマ ツ材の横断面

日間日 23(.1'-3H27 日，北大雨n~演習林北母

子毘Jti'木場に谷"j:r:てられた丸太の中から選出し

たもので，採仰l後あまり時日を経過していない

もので、あった。ニ蒋丸太で元口直筏は約50cm，

長さは約 4mで，その元口断面は第 31品，，1のよう

であって，腐朽は中心から外方K向って進行し，

中心部は銑に盗事lになっていた。 との元日に見

られる断面iの附朽H人態が約 2m先まで貨かれて

いて，多数の放射!I人の害IJ裂があり，所々に比絞

的惚朽度の低い材部を不規則K混じていた。W!i

朽の最も進んだ中央部の5:':~同に接する部分は~~，

秘色であり，その材片は容易に指1mで粉砕する
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ととが出来るもろいものである。 との然初部の外侭Ilt亡は.とれと明かにl亙5JI]するととの出

来る主主初色の部分があり， 更にその外侭1If'C帆約 3cm の号rr.~1~色の部分が環献に存在して，

法材と境を接していた。との丸太の一部を資験室に運び，その中から，腐朽の段階を 4つ

に分けて次のような試料を採取した。

Cu: 外からは鑓色なども全く見られない溢材部で，健全材として採用したもの。

水分合有$*57.49百

C， : 遜材の内側にある幅約 3cmの帯熱色の材でるって，水分暑が非16に多く(含有

率 63.096)いわゆる水喰材 (NasesHolz)'のJ!J，!@.を呈しているが， とれは腐朽に

ょっで生じたものかどうかは明かでない。

C，: C，の内侭1Iの主主初色の材で，指IHIで放すととの出来る程にはもろく友っていない

腐朽の中lPIとさ判定した材で，水分合有率持40.809話。との段階から次第に亀裂が

1:1'，)¥くるのが見られる。

C， : 最も内側にあって，指聞で容易に粉伴するととの出来る腐朽の末期の段階の材，

水分合有率袴 35.4%。材の牧紡はなはだしく，多くの紘裂を生じ，F9I々 に空洞が

ある。勉裂は4'{長方向のものが目立っているが， とれは切線方向の牧給による

ものである。また年輸に添った亀裂は牛筏方向の牧縮によるものであるととは

同一年愉界にゐける年輪統皮からも仰る。 との牧紛の度合を，同一年倫界によ

って挟まれた十数年輸について，年輪隔を測定したととろ， C2から C，t亡事差化

するItJlf'C.12-25%の牧縮が起っているととが認められた。

.4圃 カイメンタケによヲて
腐朽したトドマツ材の椴断面

D. ヵfメ ンFケ (PolyporusSc!tweinitzii FR.) 

によって附朽したトドマツ材

又定:山渓告佼奇林号若号イ小、;樗博内Z功h

30つ尾根附近の被z客寄1立Iι:木でで、 ' 生良株f'C ~さjIRJ を生じていたも

のを昭和24年 5Jl 24日にf:¥i:f午、，樹高 23.7m.伐採高1.0

m，伐採尚に於ける単純 45cm，最低の生校の高さは 8.5

mで、るった。いろいろな腐朽段併の材を採るために池訟

の高さから閲盤を取り，それから試料を採取した。横断

聞の一例を第4闘に示す。

分析;式料には問ーの高さのsll鯨からと，高さの異な

勢 伐IfiJ後H日も無ν、腐朽木材白水分含有準は筆者等の行った則自材のìUiJ~では，腐朽由選ん でいる材

調【ほど大きい値が得られたが，1:の材では水目立材のような獣態を曇し，その影響のためか逆白傾向を示し

ていた。

‘ 

4 
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る附盤から， それぞれ健全，境色. rl'期，末期の4段階のものを次のように2併に分けて

採取した。

第 1鮮 樹高1.40mの附盤

Do: 健全な建材

D1: 建材に後し，放も外側にるる心材で軒度の縫色が見られる部分

D2 : 貨制色の材で腐朽の中殿!と判定したもの

Ds: 中心部の柄色の完全1必朽木材で，腐朽の末期と判定したもの

腐朽は内部から外)jへ不規則に進み，弗~に Dt と Ds とが混在しているので，横断曲.か

ら夫々の腐朽段階を凶別するととは難しい場合もあるが，縦断而では容易に函別するとと

が出ぅ1<:1<ζ。

第2:詳

D;': 樹高 5.65mの凶盤から探った健全材

D;: 樹高 2.80mの刷盤から探った軽度の鑓色材

D~ : 樹高 2.15mり凶盤から採った貨絹色の材で，晦朽の中期段階と判定したもの

D;: 伐掠高附近の補色の材で，腐朽の;kJP'の段階と判定したもの

カイメングケによる術朽は，根から心材郊を円しながら失第に上昇するから. It~朽は

下部ほど進んでいる。

E. カイメングケ (PO仰orusSchweinitzii FR.) 

によって欄朽したアカエゾマツ材

昭和23年 3月26日，北大雨龍演符止糾じ母子里貯水場に巻立てられたアカエゾマツの

丸太の中から，腐朽のかなり進んで、いると忠われるものを選び，その一部分を探って分析

試料とした (E)。材の色は制色で，フロログルシン聾階溶液のrt，.色反肱を示した。

F. カイメングケ (Poiytor山，.Schweinitzii FR.) 

によって尚朽したカラマツ材

北大楠内演科u賞験前|時i] に派した被害*で，勉弁[啓二1: よりよ~Lf)~された。樋朽の進んだ

紺色の部分を採って分析z式料とした(1')。フロロクソレシン藤被溶液の世色反感を示した。

G. 亦帰れ菌によって晦朽したヒノキ必よびサワラ材

長野県手土松営林署貯水場で、採取した心材掬.朽の湛しい材で， ヒノキは樹色(Gル ザワ

ラは浪'JJ~制色 (G，)，何れもアロログルシン欝.酸溶液のY-.色反舷を示した。!京肉菌種は明か

でない。
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H. キカイガラグケ (Lenzitessepiaria FR.)によって

腐朽したヱゾマツ必よびトドマツ材

との材は腐朽木材の成分分析の目的で採取したものではなく，腐朽木材のアルカリ消

費量と釘保持力の闘係を明かにするため， 昭和25年 10月17日大夕張費林署管内の森林

餓道の木橋で， 既に腐朽が甚しいため改築を行った橋桁の駿材中から選んだものでるる。

架橋は昭和118-19年であるから 6-7年を経過したもので，子賞体の着生も甚しかった。

キカイガラグケによる腐朽は褐色朽型であるが，潜在性でるるため，被害材の表面に費化

が認められない場合でも，内部がひどく腐朽しているととがある。 ととに選んだ材も，表

面から童文mmは外親的には殆んど侵されていないと思われるものもあった。とれ等を腐朽

の段階に分けて成分の饗化を究明するととはしなかったが，釘の保持力試験に使用した材

の表面から 5cmの部位を取って分析試料とした。 エゾマツ材は黄褐色で，腐.朽の程度は

中期ないし末期のものと思われる。 それぞれ別の材から合計3種の試料(HhH2， H3)を採

った。とれらには相営の割合で建材が混じていると推察される。 トドマツは一部費色した

程度の腐朽木材であった(Hム

III. 賓験方法

A. 材料の採取

賞験材料は林内の被害立本たよび貯木場に巻立てられた丸太，腐朽橋桁等から選定し，

子賞体の着生，腐朽の欣態，程度なEを肉眼的に観察し，とれを困盤または材片として寛

験室に運び，油嘗の部位を選定して分析試料とした。 また Dの試料の場合には材の一部

を試験管に採って持ち蹄り，採伐時の合水互容を測定した。

原因菌の確定は亀井専弐博士を煩した。材料採取に際して現地に於て鑑定されると共

に，更にあるものに就いては材より菌を分離培養して確定された。

B. 分析試料の調製

分析試料の調製は選定した鴎朽木材をその性吠により，小木片または機械飽屑として

気乾し 試料Aは飽屑の形のままで用いたが，他の場合はとれを更に Wiley式粉伴識に

かけて粉砕し標準備で 60-80mesh，場合によっては 40-80meshの大きさの木粉とし，

共栓塞に貯えて使用した。

腐朽木材は材種，菌種，侵害する位置，共の他の僚件によって腐朽の紙態が一様でな

く，また局部的に鴎朽の激しい部分と然らざる部分が混在している等， その構造が極めて

複雑で、且つ不均一で、あるために，腐朽の進行程度を各段階に分けて，その代表的危試料を

調製するととはゑかなか困難で、るる。材料によっては調製法を考慮、して夫kの腐朽段階の
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材を代表する試料を調整するようにし，分析項目によっては描過困難を招く場合も生やる

ので， 試料の大きさを吟味し， 徴細部を注意して除く必要もるった。例えば， ヱゾノコ

シカケによって腐朽したエゾマツ材の場合に，粉砕機にかけて飾別すると，白色繊維献物

のみが特に粉障されるので，飽屑の形で分析を行った。飽屑献の材片を分析試料に供する

ととは，大きさが不均一でるるために反臆が均一に準まない危険性があるが， とりような

材料では致し方がなく，西田等町もとの形を採用している。

c. 分析方法. 
腐朽木材の成分は腐朽によって複雑な費化を生じ健全材の成分とは相賞性献を異に

していると考えられるから，その性般に臨じた分析法を採用すべきである。然しまだそと

まで研究が進んで、いたいので，通常の SCHORGERの木材分析誌に準撮して，弐のような方

法を採用した。

1. 容積重: それぞれの鴎朽段階の材から 2-3個の整形した材片を採り，キヤリバ

ーで各稜の長さを測定するか，またはキシロメータで容積を求め.1050Cで乾燥して秤量し

とれから容積重を算出した。1.主主量測定に用いた材はその同一腐朽段階の他の材と共に粉砕

して分析用とした。

2. 友分: 絶乾試料1-2gを磁製士宮禍に採り，三角架の上で常法により友化して測

定した。

3. 茨素必よび水素: 絶乾試料2-3mgを用い PREGLのミクロ炭水素元素分析

麓置で，常法によって測定した問。

4. 冷水抽出物: 施乾試料1-2gをピーヵーにとり，試料2g tc.封し 200ccの割合

で水を加え， 室温でときどき撹持しながら 48時開放置後， グラスフィルグ{を用いて描

過し洗糠ご乾燥，秤量して測定した。

5. 温水抽出物: 絶乾試悲料3寺十H-2gを乞と三角プラスコにとり払. 2gに封して 100cαcの割

合で

熱水で，"(，i洗H瀧摩してから乾燥，秤量して測定した.

6. アルコール・ベンゼン抽出物:絶乾試料5gをアルコール・ベンゼン等量混合液

で20時間以上抽出後，溶剤を追出し. 105GCで乾燥して秤量したが，後には国筒鴻紙の代

りに 1G1-1G2のグラスフィルターを用いて同様に抽出してから，グラスフィルターを取

り出し乾燥器の中で、試料中の溶剤を乾燥除去して秤量し，抽出前後の重量の差を以て抽

出量とした。普

7. 1%・NaOH抽出物: 絶乾試料 1g (描過困難な試料は40-60meshのものを用い

様 乙の方法は操作が簡単でかつ溶剤i除去も容易である。常法との比較試験結果は別に報告する。
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た)を三角フラスコにとり， 1 %-NaOH水溶液 100ccを加え，冷却器を附けて沸騰湯浴中

で1時間加熱してから漉過し，熱水， 20%陪限，冷水の順によく洗織し，乾燥してから秤

量して測定した.

8. ベントーザンたよびメチルペントーザン: 絶乾iA料 19を蒸湘フラスコに探り，

12%盟陵 1∞ccをカlばて， 10分IlllK30cc淵/1¥する惑さで，市11¥液が酷酸ァ:=.1)ンの虫色
を示さなくなるまで蒸湘し (3∞cc内外)，滞1出液にプロログルシン権限溶液40ccをと加え，
16時開放置してから描過，洗糠して乾燥秤量し，さらに 95%アルコールに可溶性の部分

を測定し， KROBERの去によって， .uT博物の貴からメチルペント・{ザンを，イミ博物の量か

らベントーザンを算定した。

9. 金セルローズ: 耽肪試料 19をグラスフィルターにとり，水でうる心してから

麗素ガスを通ヒ (5分1mにおocc) f)分間底:.flp.してから1%-:'::':硫階，水の順に洗殺し， グラ
スフィルグーのまま 100-αのピーカ{に入れ， 3%旬Na，S03を加えて湯浴上で、1時間加熱ど

油過，熱J}(，冷水の順に洗織し， さらに 3%-Na2S03が着色しなくなるまで， 聾素化以下

の底瑚を繰返した。とのようにして作た純白に近い織維は 0.1%・KMn04を加えて漂向し，

盛硫酸慮現後，熱水， 50%-アルコール，エーテルの順に洗糠し乾燥秤量した。fJlし，赤腐

れ材の末期のものは，韓素化と.illi硫融ソーダによる却111¥底..f1I¥を繰返しているうち，試料は

次第に腰骨kとなり描過が困難となって， ，.支胞:が均ーに行われなくなり，完全に枕リグエン

された CJw部 &BEVANセルローズを縛るととは問難で・あった。との場・合，次白色θセルロ

ーズが件られるまで，蝉素化，抽出の操作を一1-敢闘繰返して行った。

10・ fセルローズ: 全セルローズ 19 に 50cc の割合で 17.5%~NaOH をカ\I~， 200C 

で30分底珂.し， とれに20'Cの水50α を加えて捜搾， [j分間放置してから描過，ァェノ

ルフグレインに主色しゑくなるまで・冷水で、洗糠し さらに熱水で・洗糠して乾燥秤量した。

腐朽末期の試料に封しては前項と同様に操作が難しい。

11. s-セルローズ aーセルローズ定量時の施液に浪酷酸を加えて椴ttとL， 1000C 

まで加熱ご 1時間放置して描過し，熱水で、洗様してから乾燥杯量した。

12. r・セルローズ: 金セルローズから a-沿よびかセルローズを除いたものを 7・セ

ルローズとした。

13. リグ=ン: 肱脂試料19に72%-HJS0425 ccを加え， 16時間j放世してから三角

フラスコに移し250αの水を加えて煮沸し，描過，熱'kで洗糠ご乾燥して秤量した。

[註] 試粍貯織の書事合で水分合有量の定量は行わずに，分析のつど試料を 101i"Cに乾燥して秤取した。

IV. 分析結果

各iA料の分析結果を表示すると弐のようである。
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.1. エゾノコシカケによって腐朽したエゾマツ材の成分
Table. 1 Chemical composition of Yezomatsu sp四回(Piceαjezoen8isCARR.) decayed 
by FOmBS jezo仰 8I8T，即日'INAIet KA!.I凪

試料記sam就.ple Markof Ao A~ A4 

{SU(腐ge朽of段d階em)y) (S(健ou全nd}) (D蜘(慶l色ou)rd)(Mo(r中er期ot)凶 )1 i(M州(末r期ot)ted) W(h長.it患e者ab)r0・
国 material)

ラ4 g/1O句巴 % g/町巴 % g/l凹巴巴 ?五 % 同町巴 ア五 % 

容Vo積lu重me weight 0.42 0.42 0.37 0.22 一 一
灰分 0.31 0.130 0.40 0.148 0.50 O.宮1 0.046 0.18 0.05 Ash 

C炭:arb素on 48.45 i 20.35 48.80 20.50 49.29 18.22 48.60 10.69 一 43.89 

H水ydr素ogen 6.64 2.79 6.05 2.54 6.54 2.42 一 6.19 1.36 一 6.25 

冷Co水，Id抽w出at物er soluble 1.60 0.67 3.37 1.42 2.52 0.94 一 4.90 1.08 一 一

H温o水t抽wa出，te物r soluble 3.47 1.46 11.57 4.86 6.80 2.52 8.38 1.84 一 一
Aアルl∞コEー)0ルl・-bベeシnUze抽ne出物 2.08 0.87 1.73 0.73 2.44 0.90 2.57 3.34 0.73 1.35 痕跡
soluble 

1%・NaOH抽sol出ub物，le 
1%・NaOH 13.73 5.77 13.77 5.78 18.98 7.02 19.49 21.02 4.62 15.74 60.38 

金Eペントーザrン
12.80 5.38 13.63 5.72 11.24 4.16 10.34 10.81 2.38 12.05 5.70 Total-pentosan 

メチルーペントーザン
2.51 1.05 5.96 2.50 4.21 1.56 3.73 0.82 一 一Methyl pento銅 n

リタ'ユン
27.66 11.62 27.76 11.66 29.84 11.04 29.92 22.62 4.98 26.54 。Lignin 

金セノレローズ
51.24 21.52 55.78 23.43 50.00 18.50 50.20 62.07 13.66 61.42 84.75 Total cellulose 

叫・セノしロ -A
32.47 13.64 35.49 14.91 32.07 11.87 26.81 31.84 7.00 40.86 18.38 

Q;-Cellulose 

88・4セJeルlluロ10ーseズ 一 一 一 15.20 一 一 5.72 50.29 

TT--Cセeノlレluロ10戸seズ 一 一 8.21 一 14.48 16.08 

8+TT・4セ3eノlレlローズ。+r-Cellulose 18.77 7.88 20.29 8.52 17.93 6.63 30.23 6.65 一
メトキシル基

Methoxyl 一 一 5.84 4.77 ].05 一
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第2表 エゾタケによって腐朽したアカエゾマツ材の成分

Table. 2 Chemical composition of Akayezomatsu spruce (Picea Gle伽必 MA目T.)
d目!ayedby POlyporus boreαlis FR. 

(Ma試，rk料of記sam務ple) Bo Bl B2 B3 

(8句(腐，ge朽of段d階m)ayj (S{健ou全nd)) (Dis(巴礎01色ou)red) (Dis{巴著o書l色ou)red) (Mos(末tr期ot)ted) 

容Vo積，lu重meweight 

?五 g/100cc % g/100巴e % g/10Oc巴 % g/100cc 

0.42 0.39 0.40 0.34 

灰分
0.36 0.151 0.27 0.105 Ash 0.11 (1.044 1.40 0.476 

C炭'arb素on 50.37 2].16 49.77 ]9.41 51.59 20.64 49.17 16.72 
¥ 

水Hyd素rogen 6.35 2.67 6.32 2.46 6.25 2.50 5.90 2.01 

C冷o水ld抽w出at物er soluble 4.46 1.89 1.53 0.60 ].05 0.42 3.93 1.34 

H浪o7kt抽wa出，te物r soluble 7.07 2.97 3.36 1.31 2.40 0.96 8.56 2.91 

7JV':l-ル・ベシゼ忌抽出物
4.90 2.06 ].95 0.76 ].54 Alcohol-benzenesoluble 0.62 0.85 0.29 

1%・NaOH自抽01出.ub物le 
1%・NaOH ]6.13 6.78 12.34 4.81 14.86 5.47 21.75 7.40 

金ペントーザン
12.23 5.14 13.31 Total pento抱n 5.19 11.71 4.':18 9.58 3.26 

メチル・ペントーザン
3.79 ].59 4.75 ].85 Methyl penωsan 1.64 0.56 1.30 0.44 

リタ守ニン
11.84 Lignin 28.20 27.63 10.78 28.99 1].60 27.40 9.32 

金セルローズ
53.70 22.55 58.94 Total cellulose 22.98 55.96 23.38 54.67 18.59 

(l-セノレローズ

(l-Cellulose 40.73 17.11 35.51 13.85 2.26 0.90 官9.93 10.11 

88-GセノIレluロ10【飽ズ 3.98 1.67 11.32 4.42 40.19 16.08 13.56 4.61 

rr〈-セ::eノ1レluロ10ーseズ 8.99 3.78 12.11 4.72 13.51 5.40 11.34 3.84 

メトキシノレ基
5.36 2.25 4.88 ].90 5.14 Methoxyl 2.06 1.71 



(257) 

.3表 トドマツオオウズラタケによって腐朽したアカF ゾマツ材の成分

Table. 3 Cbemical composition of Akayezomatsu spruceぽ協側GlehniiMAST.) 
decayed by Polyporu8 balsαηU3U8 PK. 

(Ma試，rk料of記鼠m綴IpleJ co Cl C2 C3 

{腐朽段階)
(S{健ou
全
nd}j (W(

水
et
喰
w
材
oo)d) 

(中
r
期
ot)ted) (Mo

時{末
r
期
ot)ted) (8tage of decay) (More 

% g!100∞ % g!10Occ % g!100c巴 % g!100cc 
容積重 0.44 0.46 0.37 0.31 
Volume weight 

阪分 1.26 0.55 2.28 1.05 1.00 0.37 1.29 0.40 
Ash 

炭素 48.92 ]9.76 49.39 22.72 5u.62 18.73 52.92 16.41 
Carbon 

水素 6.50 2.86 6.17 2.84 6.05 2.24 5.71 ].77 
Hydrogen 

冷
Co
水
ld
抽
w
出
at
物
，er Boluble 

1.56 0.69 5.39 2.48 6.11 2.26 3.48 1.08 

H
温
o
水
t
抽
wa
出，
te
物
r soluble 9.74 4.29 10.21 4，.10 ]2.44 4.60 9.32 2.89 

A7hlcoー，bo
ル

l
・-ベ
h
ン

n
ゼ

m
シ抽
m
出
m
物
luble 

2.32 ].09 4.29 1.97 6.79 2.29 3.05 0.95 

119944・・NNaaOOH
H 抽
sol
出
ub
物
le 

13.79 6.07 20.58 9.47 40.49 14.98 50.56 15.67 

金ベントーザン 12.46 5.48 12.34 5.68 10.89 4.03 10.18 3.16 
Total pentωan 

メチル・ベントーザン 4.14 1.82 3.48 ].60 3.11 ].15 4.77 1.48 
Metbyl pen初鼠n

リグユン 27.21 11.97 25.97 11.95 31.14 11.52 48.28 14.97 
Lignin 

会セノレロ【ズ 54.03 23.77 50.80 23.37 42.49 15.72 24.40 7.56 
To'匂1celIulose 

a-セルローズ 32.02 14.09 35.05 16.12 6.32 2.34 9.33 2.89 
It-Ce11ulose 

t
か
z-Cセ
e
ノ

l
レ

lu
ロ

10
ー
se
ズ 11.78 5.18 7.09 3.26 24.80 9.18 9.63 2.99 

7r
・

4
セ

:::e
ル

11u
ロ

10
ー
se
ズ 10.23 4.50 8.66 3.98 11.37 4.21 5.44 1.69 

メトキシル基 5.39 2.37 4.28 1.77 5.81 2.15 7.85 2.43 
Methoxyl 
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第4表 カイメンタケによって腐朽したトドマツ材の成分(l)

Table.4 Chemical composition of T吋omatSufir (A協 3M<αyr伽附 M.et K.) decayed 
by PolyporufJ SchW6伽itziiFR. (1) 

(Ma試rk料of記鴎m披.ple) Do Dl D2 D3 

{St{a腐.ge朽of段d階ec)ay) (S{健ou金nd)) {Disc(嬰01<色ou}red) 
(中期)

(Mω{末.tr.期ot)ted) (More rottedJ 

% g/10Oc巴 % g/100∞ % g!l制施t 。AO/ g/10OcC 
容Vo積lu重me weigh色 0.43 0.47 0，34 0.29 

灰分 0.30 0.13 0.42 0.20 0.31 0.11 0.69 0.20 Ash 
， 

C炭arb素on 48.40 20.81 49.43 23.23 50.98 17.33 52.03 15.17 

H水ydr素ogen 6.57 2.83 7.18 3.37 6.80 2.31 6.32 1.83 

温水抽出物 3.09 1.33 5.63 2.65 8.58 2.92 7.32 2.12 
Hot water soluble 

Aアルlcコohーrル・lベbeシnゼzシe摘ne出日0物luble 0.56 0.24 7.54 3.56 5.16 1.75 3.72 1.08 

119944・・NNaaOOHEs抽01出ub物le 9.50 4.09 14.74 6.93 42.50 14.45 40.45 11.73 

金ぺント戸ザン
12.74 5.48 13.16 6.19 12.27 4.17 10.50 3.05 To'句l.pento闘n

メチル・ベント戸ザン
5.43 2.33 7.33 3.45 6.53 2.22 5.86 1.70 Methyl .pento銅 n

Pタ事ユン
29.05 12.49 27.14 12.76 37.16 12.63 45.56 13.21 Lignin 

金セノレローズ
59.20 25.46 56.'77 26.68 40.16 13.65 32.36 9.84 Total cellulose 

a-セノレロ戸ズ
42.33 18.20 39.43 18.35 19.97 6.79 2.50 u.73 a-Cellulose 

t8ト4セJeルlluロ10ーseズ 4.74 2.04 5.62 2.64 13.51 4.59 28.86 8.37 

rT-Cセeノlレluロ10ーseズ 12.13 5.22 11.72 5.51 6.68 2.27 l.OO 0.29 

一
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.5表 カイメンタケに主って腐朽したトドマツ材の成分 {2}.

Table. 5 Chemi伺 1eomposition of Todomatsu fir (Ab伽 Mayr伽附 M.etK.) d句ayed
by Polyporu8 ~ゐhweìnitziiFR. (2) 

， 

{M3試rk料of記銅m務.p1e‘) Do Di m D:i 

{St(a腐，ge朽of段d階ω)ay) {S{健ou全nd}) のisc{慶010色M)ed) 
(中期)

{Mos(末tro期t)td) (More rotted) 

% g!10Occ % g!100ce % g/10ωe % g!lOOcc 

容Vo積1u重mewei前七 0.39 0.44 0.39 0.33 

灰分 0.24 0.09 0.23 0.10 0.39 0.16 0.67 0.19 Ash 

炭素 49.72 19.39 49.26 21.67 61.13 19.94 53.93 17.80 Carbon 

水Hydr素ogen 6.65 2.59 6.70 2.94 6.48 2.53 6.36 2.10 

H温o水t抽wa出，te.物，rso1uble 3.61 1.41 3.87 ].70 8.09 3.16 7.40 2.44 

てAアルlcコOー，hoル1・・ベbe:シnセzンe抽ne出80物1uble 2.99 1.17 1.92 0.85 3.69 1.44 5.10 1.68 

1%・NaOH抽901出.ub物1e 
l%-NaOH 

11.71 4.57 11.74 5.17 35.99 14.04 44.83 14.79 

金ペント【ザン 13.67 5.33 13.20 5.81 11.66 4.55 11.37 3.75 
Total pentosan 

メチル・ペントーザン
7.07 2.76 6.58 2.90 6.05 2.36 8.21 2.71 Methy1 pentωan 

Pグーン 27.92 10.89 28.02 12.33 41.97 16.37 66.75 18.73 
Lignin 

金セルローズ 58.18 22.69 59.70 26.27 40.53 15.81 19.02 6.28 
Tota1 ceIlu10s自

11-セノレローズ
39.83 15.53 41.85 18.41 14.91 5.81 2.62 0.86 

α-CeIIu10se 

か五トCセEノlレluロ10ー8eズ 4.66 1.82 4.09 1.80 21.88 8.53 15.49 5.11 

rT--Cセeノlレluロlα-犯7." 13.69 5.34 13.76 6.05 3.74 1.46 0.91 0.30 
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"6表 カイメンタケによって腐朽したアカ:且グザツ材，泊予

マツ材および赤腐れ菌で腐朽したヒノキ材，サワラ材の成分

Table. 6 Chemical composition of Akayezoma1is1) spl'U偲 (l秘eaGlehnii MAllT.)， Karamatsu 
la問h仏αr'IPJKaempferi 8ARG.) decayed by Polypo州 1J8chwe伽1tziiFn. and Hinoki 
and Sawara Cypr欄 (Chαmαecypα巾 obtu帥 S.etZ.， C. ρi8ifera S. et Z.) 

deωyed by brown rot fungi創部醐in%J
ζf ， 

註容積重以外の殿値は重量百分掌
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.7褒 キカイガラタケによって腐朽したエゾマツおよびトドマツ材の成分

Table. 7 Chemicalωm似淘itionof Yezoma飽uspruce (P.タZ仰畑iBCAJlR.l and T，似品omatsu
会r(A.MαyrianaM. et K.) d銭湯yedby Lenz偽 888p似Tぬ FR. (Figures in %) 

Ma試，r)c料of配織m繊ple HI H~ H3 

(k(i樹ndofw種αj刈)
{エゾマツ) (エゾマツ) (エゾマツ}
Yezomatsu Yezomatsu Yezomatsu 

容vo積，Iu重me weigbt 0.20 0.26 0.22 

G炭ar以素)Il 49.64 49.61 48.26 

E水y針素。gen 6.86 6.94 6.39 

B温o水t抽WS'出，te物r soluble 9.88 12.36 10.14 

AアルIcコdー10ル1-・ペh柑nzシe揃ne刷m物luble 6.87 4.74 6.36 

1%・NaOHs抽01閥ub物，le 
1%・NaOH 61.82 46.42 40.77 

金ぺントーザン
10.68 11.79 Total pent<湖n 11.10 

メチル・ペントーザン
4.66 3.60 Meめylp岨叙濁an 3.90 

リクン
33.94 Lignin 32.61 32.11 

金セルローズ
:19.36 Total cellulose 38.76 33.01 

容積重以外の厳値は重量百分率。

腐朽の程度は何れも中期~末期の段階。

V. 賓..結果の様討

1.容積重

JL 

{トドマツ)
T似10m昌也u

0.31 

48.67 

6.26 

4.61 

0.91 

11.76 

11必

4.18 

28.69 

66.20 

iii¥:料 A 痩色材(A)は健全材(ん)と同じ0.42を得たが，ポケットの形成されるに従

って小さくなり，腐朽の中期 (A~ i'L至って 0.37と明かた減少を示し，末期(As)11:は 0.22と

なり健全材の 52%i'L減少している。

試料 B 賞験材料の項に述べたように， BI> B2の鑓色材は何れが腐朽の進んだ段階

κaうるものか判然しないが，容積lIi:に於ても飴り大きな相濯が認められない。末期 (Bs¥は
健全材(Bo)にくらべ明かた減少が認められる。

試料 C 材の牧紡が腐朽の中期以後に著しいにも拘らや，容積豆は次第に小さくな

り成分の絶封量の減少を示している。

試料 D 隔群とも同じ傾向の嬰化が見られるが，捷色の段階(DhD;)に於て健全材

(Do. D~) より著し〈増大しているととは，腐朽による材の境買によるよりも，むしろ謹材と
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心材または採材の部1V:eJ差異によるものでaうろうと考えられる。殊に第 2詳の健全材 (O~)

と中期段階の材 (O~) の容輪車が同じ艇であるのは，そのためでるると思われる。腐朽の中

期以後の材は範裂が多<，大きな材片を採るととが難しいので，代表的訟もの数個~採っ

て測定したが，側々の値の聞にかなりの偏差が認められた。主主主云第 2詳の O~ 0;，0;，0;の

42 mesh を通過した本粉~夫々メスシりンダ{に入れ，振過して白援によって落付かせた

ものの容積Jfi:を測ったととろ， 0.29， 0.2~， 0.19， 0.23の値が得られた。

試料 H エゾマツ材(H1，H" Hs)の値は低〈腐朽が進んで、いるととが知られる。 ト

ドマツ材 (HJは 0.31で比較的低い値を示しているが， 外概的には著じい晦朽の兆候は現

れていなかった。

以上の結果から，櫛朽木材の容積長ば健全材より低く腐朽の進むに従って減少し木

材成分の絶封量が腐朽によって蓋しく減少するものであるととが解るが，賞験室に於て人

工的に樹朽させた同-.木材片のように規則的な重量減少は見られない. とれは犬然腐朽木

材の試料が元来這った部位の材であるため蛍然のととである。tr.:，.腐朽木材を取扱う上に

注意を要するととは，あて材のよう念特殊な性質の材が鍵色，分鮮などによって正常材の

それとの悩別が困難に念るために，思いがけたい誤差の原悶となるととである。

腐朽木材の容積一家を検討する場合には材の牧縮を考慮しなければならない。補色朽の

場合は腐朽がある段階に達すると，材は著しく牧縮して範裂を生やるが，エゾノコシカケ

による孔*白色朽の場合にはその傾向は殆んど現れていない。一般的に櫛朽の程度が進む

に従って材は牧縮を起すと忠われるが，それにもまして合省成分の絶封量の減少がJ著しい

ので，ヨた第に容積重が小さくたる。

2. 衣分

試料A 腐朽の末期に至って著しく減少している。その過程を詳細に論やるととは

筆者等のfM寺の採り方では，部分による合宿君事の偏差があるために困難.でるるけれども，

との菌による腐朽の最終の分解生成物と考えられる白色織維秋物の次分が0.05%であると

とから，木材中の無機成分は，殆んどが菌によって消化吸牧されることが窺われる.一定

容積中の次分合有量(絶重債)も，やはり弐第に減少している.

試料 B 境色材に於て減少し末期には粉IJUしている。

託料 C 水喰材と考えられる部分はえきいが腐朽の中期 (C，):，.よび末期 (Cs)で・は，

健全(Cu)と比較して特異た傾向は現れていない.

ぷ料 D 雨群とも腐朽の進んだ材は精力日の傾向が見られ，従米の褐色朽の材の次分

合イ{量の研究と一致している。間一定容積中の重量は，第 1:鮮に於ては，ほぽ恒量を示し，

第2鮮に於ては増jJ日を示している。第2群D場合は含有君事，一定容積中qJl重量とも規則的
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た費化t:示しているが，部位によって相営のひらきが見られる。

3. 炭素および水素

試料A 著しい捷化はみられたいが， 白色識維欣物 (Nにいたり 43.89%と明かに

減少している。またブロログルシン盛酸溶液による呈色反聴を示さたいととから， リグニ

ンを合有せや，元素分析の結果，白色融維献物からは賓験式 C1s(H1u)11 が得られ，炭水

化物であるととは容易に想像できるから，重合度の低い費質した木材セルローズであると

とがわかる。

試料 B 含有軍事に規則的な増減はみられないが，絶J，j量は末期(B")にたいて減少し

ている。

試事'I-C 安索令有軍事は腐朽が進むに従って次第に増加している。 絶封量は:I}(I喰材

(C1)が特異性を示しているが，減少の傾向を示している。

持キ D 第 1・t弘第2群ともほぼ同様の傾向を示し，茨素含有至阿梅朽が進むに従

って増加している。また絶封量は弐第に減少し， Cの場合と金〈同じ傾向である。

ii-弐料 E，F;旨よびG Mれも補色朽の材であるが，茨素含有率は著-しくえであって，
殊にヒノキ会よびサワラはその特性を顕著にあらわしている。 サワラの 64.53%は， リグ

ユンの提議含有率と殆んど同ーとみ念すととが出来るから， との棋な種類の腐朽木材はり

グユンの研究上にも:m要な役割をなすものと足、われる。

試料 H とれまで、述べた絹色朽の材と異り，殆んど健全材と同ーの組成でるる。 ト

ドマツを除く 3種類は特中期以後の櫛朽段階の材であるが，ー炭素合引率が他の褐色朽の材

とくらべて小さい臨は，キカイガラグケの腐朽にみられる糸デ徴であるかEうかは， との賓

験のみから判定するととは危険で・ある。 しかし，それぞれ別の3個体から同ーの傾向がみ

られるととは注目に値する。

以上の結果から，炭素の含有率は白色朽の場合は減少，褐色朽の場合は増加している

が，ェグタケの場合増減の傾向を示さない.またキカイガラグケの腐朽型は褐色朽でるる

とされて沿るが，外観も他の褐色朽とえ-詮君主心構朽の段階が中期以後であるにも拘らす写

健全材と〈らべてリグニン沿よび操業合平搾の都~n~容が小さい執から考えて， 制色朽にMd

させるためには， さらに今後の研究によって究明Lなければならない。

4. 冷水ゐよび温水抽出物

試料 A 冷水抽出物は漸培の傾向を示し，温水抽出物は壁色で増加し，末期には減
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少している。また絶封量は共に境色で増加し，末期には減少している。

試料 B 健全と末期との|誌はは殆んど:z'漣はみとめられないが，饗色に沿いては減

少している。

試料 C

試料D

合イイ率，絶f:t量とも中期に沿いて増加し，末期には減少している。

桶群とも費色，中期と衣第に増加し，末期には減少の傾向を示している。

絶封量ーに会けるとの傾向はさらに著しい。

式料 E-H 腐朽の進行による費化の傾向は明かでないが，Mれも一般の健全材に

くらべて多いととが窺われる。

以上の結果から，白色朽，制色朽とも健全材にくらべて増加を示しているが， その傾

向は中期にゐいて故多となり， ~く期には減少する。

5. ナルコール・ぺンゼン抽出物

-試料A 合有率，絶封量とも主主:しい饗化はみられないが，慌かに桁1mの傾向がみら

れ，白色描維飲物は痕跡程度である。

試料 B

;tt料 C

しい。

ヨた第に減少の傾向を示し，絶封景に必けるその傾向はさらに著-しい.

中期金で増加し末期には減少している。絶封量にゐける傾向lはさらに著

試料D 郁 1鮮では，費色に沿いて増加，その後弐第に減少している。絶封量に必

ける傾向はさらに著しい。第 2群では，含有君事・絶封是とも粉~pの傾向を示している。

i式料 E-H・ トドマツを除いて，一般の健全材よりも多いととが窺めれる。

以上の結」長から，白色朽では礎化が少し白梅中間朽では減少し さらに補色朽では

腐朽するに従って増加するが，礎化の傾向は必やしも一致しない。

6. l%-NaOH 抽出物

ぷ料 A 腐朽の進行に従って次第に増加する。ととに試料として得られた最終段階

の白色繊維秋物(AJにいたっては， 60.38%と著しくセルロ戸ズの費質しているととを示

している。絶到量は中期まで増加し，末期には健全材よりも減少している。

ぷ料 B 饗色に沿いて減少し>~期にいたって僅かに増)JII している。絶封量も同桜

である。

f式料C 含有率，絶封量とも者:しい増加の傾向を示している。

試料 D 第 1群では著しい増加を示しているが，賓化の傾向は中期に沿いて故多と

なり，末期にいたって俺かに減少している。絶封量に必ける傾向はさらに著しい。第2群

では，含有事，総3ちI貴とも著しい増加の傾向を示している。
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試料 E-H 令有率は，すべて著しく大きい。

以上の結果から，その腐朽型を1mわや，すべて増加の傾向を示すが，殊に褐色朽にゐ

いて者:しく， 白色朽，中間朽の末期の材が21.02% (A~) -21.75 % (B，;)であるのにくらべ

て，絹色朽の末期に沿いては 40.45%(D3)-66.34% (F)と，総て蒋しい増加を示している。ま

た絶!f:置は漸士宮の傾向を示すが，試料A必よぴi.式料Dの第 1鮮では中期に故高値を示す。

7. ベント{ザン必よびメチルベントーザン

試料 A 金ペントーザンは{壌かに減少の傾向を示している。絶到量の減少は比較的

著しい。 メチルペントーザンは僅かに増加しているが境色， 中期の増加は箸し<.絶封

量は餐色，中期に増加. )く期には減少している。

共料 B 全ぺントーザン， メチルペントーザンとも， 次第に減少の傾向を示し，

絶封量に沿いても同様である。

試料 C 全ぺントーザンは，合有罪終，絶封量とも減少の傾向をと示しているが，メチ

ルベントーザンLは4く期にいたり，むしろ増加している。総封f設は減少している。

試料D 全ぺントーザンは雨群ともわやかに減少。傾向を示しているが，メチルペ

ントーザンは合有E容においては必十しも減少せや，むしろ増加している場合もるる。 また

メチルペントーザンは一般に高い値をと示しτいる。
試料 E.F必よぴG 会ベントーザンは一般の健全材にくらべて大悲が認められや，

Eではむしろ多くなっている。メチルベントーザンは著しく高い偵を示している。

試料 H 金ぺントーザン， メチルペントーザンとも一般の健全材にくらべて大差

が認められない。

以上の結果から， ベントーザンは減少するととが明かであるが， メチルペントーザ

ンは著しく尚い値を示し，その性絡を特に検討する必要がある。

8. セルローズ

試料A 全セルローズは末期にいたって増加しているが，絶針量は減少しているo

f セルローズは含有率に費化は認められないが，絶封量は減少している。 さらに s+r-セ

ルローズは合1i互容は増加するが，絶封量は殆んど境化していない。白色織緑11欣物のセルロ

ーズは 1回の肱リグ=ン底即.によってえられたもので， 決議ゐよび1%・NaOH抽fH物

の項で述べたように，著しく穂町した決水化物であり， リグニンの旦色反l'f¥を示さない掛

から. 84.75%は賓際の航より低いものである。 なまh とのセルローズの主成分はかセル

ローズでる札全セルローズの 60%を占め a-とT・セルローズはほぼ等量:で・ある。

ii式料 B 合イ{率には殆んE礎化が認められないが，絶封量は末期に必いて減少して
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いる。 α・セルローズは減少の傾向を示しているが，鍵色材 B2では極端に少〈特異性を示

している。またとれと反3討にか沿よぴ T・セルローズは増加の傾向を示し，殊に B2のかセ

ルローズは，a-セルローズと共に特異性を示している。ちなみにとのB，の特異性は，これ

から池った水手11前性ー炭o吸着性が他のものにくらべて著しく高いことにも現れていた。

試料C 金セルローズは次1.fcに減少し絶封量は中期から末期にたいて著しい減少

を示している。 a-セルローズは中期ゐよび末期に著しく減少し，絶封量の減少はさらに著

しい。 0・セルローズは中期に増加して末期には減少し，絶封量の饗化も同様の傾向である。

7・セルローズは中期までは殆んE嵯化がみられないが，末期にいたって減少し絶t!景の

増加も，同様でるる。

試料D 雨鮮ともほぼ同様の傾向を示している。すなわち全セルローズは弐第に減

少し，絶封量に沿いてはさらに著しい。 a-セルローズの減少は合有軍事，絶封量とも著しく，

s-セルローズは逆に増加の傾向を示している。また T-セルローズは合有率，絶封量とも著

しく減少している。

試料 E-H 全セルローズ a・セルローズとも一般の健全材よりも少し 腐朽の進

んだ段附の材であるととがわかる。

以上の結果から，試料Aのみが含有君事の増加を:示し， Bには費化が認められない。ま

た試料C-Hの補色朽の材は，例外君主く減少の傾向を示している。絶針量はIおー朽型を問わ

す=つねに減少の傾向を示している.また(1-セルローズもつねに減少の傾向を示し，建存セ

ルローズはアルカリ可溶牲に揖質しているととがわかる。 s-セルローズは増加しているも

のもあるが， T-セルローズは殆んど例外なく議少の傾向を示している。

9. リグユン

試料A 中閉までは殆んど費化が認められや，末期にいたって減少している。しか

しぶJÇJ1の材から白色織維秋物を除いた材 (A~) は，合イf~容が殆ん E境っていない。白色識維

AA物は，フロログルシンによる呈色反感を示さや， 72%・硫械にも完全に溶解し去って， リ

グニンの完全消失を示している。

試料 B 合有苦手にはま曾減の傾向は認められや，絶封貴は末期にいたって僚かに減少

している。

試料C 含有望容は次第に増1J日し，末期には著しい増加を示している。絶1械は中期

まで恒量を示しているが，末期にいたって増加している。

試料D 第 1群では含有君事は次第に増加の傾向を示しているが，絶封量は殆んE恒

量を示し，末期にいたって僚かに増加する。第2群の含有率は増加の傾向が第1群よりも

事干しし絶封景:も弐第に増加し健全材の 1.7俗に達している。
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試料 E-G いす=れも健全材より多<， 4.5.15%-73.73%にのぼり，褐色朽の末期の

段階のものであるととがわかる。

試料H エゾマツは何れも健かな増加を示しているものと思われるが G-Gの棉

色朽にくらべて低い航を示している。

ιLJ-.の結果から，白色朽では合有塁手，絶封量とも減少し，試料Bでは増減なし補色

朽の材は含有率の増加は著しいが，絶封量は傑かに精力11の傾向を示している。 との増加は

材の牧縮によって設明できる。

10. メトキシル主主

託料A 中閉会よぴ末期の材から， 白色識維欣物を除いた部分 A;，A;についての

み測定したが，末期に沿いて減少している。

試料 B 幸子しい礎化はみられないが，合有君事，絶封量とも健かに減少の傾向を示し

ている。

試料C 腐朽が進むにつれて次第に精力日の傾向を示し，末期にいたり著しく増加し

ている。絶封貴には殆んE増減がみられない。

VI考察
a 

A. 分析獄料の選定

木材の組成は同一樹幹内でも，その位置によってかなりの相違がるるから，それぞれ

の段階に分けられた腐朽木材も，健全であった時代に同じ組成であったものを選出すると

とは，殆んど不可能で・ある。賓験に用いた材は，できるだけあて材のごとき特殊な性質の

部分はさけたけれEも，心材腐朽の比較健全材に謹材部を採るなどのとともあって，腐朽

発の小さい材の聞の成分の嵯化を比較するととは困難で‘あるととが多かった。また街色朽

のitえ草寺はそれぞれの段附の材が，ほぼ同程度の均ーな腐朽木材としで得られたが， 白色朽

の材からの試料は，同一樹朽段階の材中に境色部分と白色織維献物など，会〈腐朽程度の

巽君主る材が浪花しているので，鹿現上考慮すべき誌が多かった。

B.分軒

1. 分析方法

木材の一般分析方法をそのまま採用したが，健全材に主まいても針葉樹と腐葉樹とは，

それぞれの性質に従って分析の方法が~.~置されているのであって， とれとはさらに組成な

らびに成分の性質が著しく異なっている櫛朽木材に封しでは，更にとれに治臨する分析方

法が行われなければならない。 しかし今日までの研究では腐朽木材の分析法として特殊な
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方法は考-えられて喜子らす.すべて一般分折に従っているので，質験遂行の難易の上からも，

また得られた値から考えでも不合理と思われる賦はある。然し~首君主分析方法の確立され

ない聞はt一般分析法に従って分析し， さらに，それぞれの特殊事情を考慮して分析値を

検討するより致し方がたい。以下に，それぞれの分析項目別に検討を加えるとととする。な

ゐ分析を行う前にフロログルシンによる材の虫色を見たが， ヱゾノコシカケの外は，何れ

の段階の材も例外なく旦色したが，ヱゾノコシカケは部分によって特徴を示し，脆Pグエ

ンの行われるJ伏態が推察できた。 とれについての顕微鏡的研究はすで、に小原等叫によっ

て行われている。

2. 容積荒

木材が腐朽するに従って谷積東が減少するととは，何れの腐朽木材に沿いても19jかで・

J;る。賞験当そに沿いて--.定容積の材片を!日いて腐朽試験を行う場合は，重量減少が直ちに

絶封景:の減少を示すものであるが，天然の腐朽木材に沿いては，絶針景の消長は，容積重:

の費化から推定するより方法がない。従って本積重を川jいて算定した値から絶封量の消長

に検討を加えてきたが，補色朽(C，D)のリグエンにはられるごとく，腐朽によって増加を

示す場合がある。とれは材の牧縮に起閃するもので、あって，範裂の欣態からも想像できる

が，試料Cに例をとってみると. C!沿よびC，;の同一年輪界によって挟まれた 1-数年輸に

ついて年輪脳を測定したととろ，c，ヵーら Caに挫化する聞に 12-25%の牧縮がみられた。

とのように容積重の壁化は材の牧縮によって影響ーされるととろ大であるから炊縮を考慮

すれば絶封量の消長はさらに明かとなるわけである。

3. 7}(分沿よぴ次分

試料は¥11'1徐して保イ':f-したので，吸i品性については検討しなかった.試料Dの天然のAA

態では，腐朽部は健全部より J}(分合有率がえでるり，筆者等の未登表の賓験結果からも ζ

の傾向は明かであった。た沿との性質はすでに明かにされているf〉 次分については賓験

宗における培長流験のごとき規則正しい結果は現れていないが，綿色朽では僅かに増加の

傾向を示している@な必白色朽の故終段階の材と考えるととのできる白色織維欣物(AJの

み己分が0.05%と非常に低い偵を示して沿り，補色朽と反封の傾向と考えるととができるω

4. 炭素~よび水素

木材の茨素含有率は主にリグ=ンと決J)(化物の割合で決定されるので，白色朽では減

少し，補色朽では増加しているのは銃往の研究1向からも明かなどとし常然のととである。

さらにアルカリの消費量の賞験に用いた， 涙菌(Meruliuslacry糊 ns)による禍色朽の材につ

いても同様の傾向を示しアふすなわち
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樹種 画商福 外腐観朽に段よ階る 容積重 炭素 l'抽4・N出a物OH 

% % 

エゾマツ i誕百首 中期 0.29 51.28 37.68 

" " 末期 0.29 62.37 63.08 

となっている。櫛朽の末期に会いて，補色朽ではセルローズが減少してリグエンを残し，

白色朽ではとれに反するから，元素分析によって腐朽W~を決定しうるととは，との賓験結

果でも明かであるが，従来，褐色朽とみなされていたキカイガラタケは，セルローズを減

少しているがリグ=ンの靖加が少く，炭素合有率に境化の少なかったととは，との腐朽W~

が特異なものとして民円される。

5. 冷ノ'J(~よび温水抽出物

冷水ゐよぴ温水抽向物は，ヱゾタケの場合を除いて増加lの傾向を示して必り，多くの

すでに護表された結果α ，8 ， 19 ・ ~O ，1Z八時〉と一致している;惰朽木村の水溶性成分は健全材のも

のと異仇セルローズなどの分解生成物が多く含まれ，とれカゆL第に菌によって消化，吸

牧されるので，末期にいたって減少するので・ある。な~.無1主の天然悔朽木材は，雨水に

さらされる機合が多いから，冷水抽出物の検討には二~慮を要する場合もある。

6. アルコール・ベンゼン抽出物

試料Aの絞終段附の材でるる内色織維秋物は， アルコール・ベンゼンによる抽出物を

痕跡科.度しか含布しないから， 腐朽によって決水化物はアルコール・ベンゼン可i存性には

費質しないらしいととがわかる。 したがって腐朽によって傑か友増加がみられるのは， リ

グユン主主ど他の成分からの生成物によるものであろうの。 褐色朽の場合とれが増加するv.

も， リグユンの影響と思われ， アルコール抽出物からリグ=ンに近い組成の成分が車競さ

れているのととからも解る。

i. l%-NaOH抽出物

l%-NaOH抽tt¥物は，晦朽によって例外君主く増加するが， とれはセルローズ沿よぴリ

グニンの可砕性への境化によって説明されている。従って，アルカリ抽出物の量は時朽菌

による木材分解の尺度となりうるものである。またアルカリ抽出物を酸によって沈積する

ものと，沈澱しないものにわけると，それぞれの腐朽型たよび燭朽段階によってその特性

がみられる。とれを示t料Aゐよr;cについてみると， 第 8，友のごとく友っている。との'

試料の大きさは 40-初 meshである。 との結果は常法によって l%-NaOHで抽出した液

を，稀硫限で、中平I1L.沈澱する部分を定量したものである。試料Aの抽出物は中期の段階

で最高とたり，分析の場合の Ao.Ah A;. A~ のアルカリ抽出量の傾向に一致している。 と

れはふるい分ける時，白色識維献物が多く除かれた協で、あろう。また抽出物，沈澱物事テよ



(270) 

.8表 1%・NaOH抽出物の量とそれ@硫敵により沈澱する官官分の量
Table 8. The precipitate from l%-NaOH extractive witb HtS04 

試料 l
Sample 

繍 m物 0/ ! 
Extractive /U  

沈 泌物 0/ I 
preeipitate ノU ! 

差句主沈澱物) 0/ 
])tirerence /0 I 

Au I Al IA2 A3 I 

11.21 14.09 29.21' 25.41 

].49 ~.16 3.16 I 1.44 I 

9.27 11.93 26.05 I 23.97 ， 

C。 C1 C2 

]4.51 18.89 36.83 

2.42 4.42 6.87 

12.09 14.47 29.96 

C3 

5!.90 

21.63 

30.27 

び非沈澱物の7誌はすべて中期(A2)に故多となり，沈澱物の量は末期 (A，Jには健全材のそれ

よりも少く， とれらを綜合すると，木村の分解によるアルカリ"RJi容物への姥化の欣態を知

すなわち，分解は中期に沿いて箸しく，米朗には分解物の消化，吸牧がるとと泊まできる。

行われるものと思ゐれる。 また試料Cについてみると抽出物と沈澱物は増加の傾向を示し

ているが，非沈澱物は中期(ら)にいたってほぼ恒量に建している。 とれによると，木材の

分解(アルカリ可溶性への境化)は第一衣分併~ (アルカリ可静性まで鍵化するが離で沈澱す

る程度)， '第二次分解(もはや酸で沈澱しなくなる程度)とも中閉まで怯急激でるるが中期

から末期にいたる段階にゐいて第一次分解は悶椋進行するが，第二攻分解は綬慢であると

とがうかがわれ。 まえの白色朽と異なる貼が訣nされる。
さらに， Csの 1%・NaOH抽出液から時限で沈澱させたもののメトキシル基を定量し

たところ， 0.34%と低い値を示して，可溶性リグニンのilf入の割合は少いものと考・えら

れ， またマンナンは腐朽の初期すでに消失することが知られているから， アルカリ抽出物

の主成分はセルローズが可i御主に分解境質したものに， 一部ベントーザンたよびリグェン

をこ合むものであると考えるととができる。 とのことは， すでにさ足ー誕の項でものベた。

に Caについてアルカリの浪度を控えて検討した結果は第 9表のようである。.9. いろいろなil度めアルカリ溶液によって抽出される
腐朽木材csの摘出物および沈澱物の量

Table 9. Tbe extractive witb vario田 NaOHsolutions 
and the precipitate with H.sO~ (G.!J 

NaOHの濃度 。，
NaOH concentration /0 

摘出物
Extractive 
?光源物
Preeititate 
量豊{非沈祖置物)
Difference 

% 

% 

0/  
/。

51.90 

2].63 

30.27 

4 10 

59.93 58.40 

24.60 19.13 

35.33 39.27 

20 

55.06 

17.22 

37.84 

さら

な沿 10%と20%の NaOHj谷液は浪硫献で中和した。 とれによると l%-NaOHには

不情性であるが， さらに高浪度のアルカリにi容解する部分が 3-8%ある。 また沈澱物の
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量は比較的設が小さいが，非沈澱物は 5-9~杉場加している。 i容出物，沈澱材~よぴ非沈

澱物t.l:Hの性質の詳細は今後の研究によらなければならない。

アルカリ抽出物は白色朽，補色朽をとbや，セルローズの分解生成物をと多量に合んで

いる。とのととはさらにとれを菌の単簸したセルローズ白色識維:欣物(A，Jについてみると，

そのキ.成分は机セルローズ(との中には肱リグニン虚測によって，無色のままi容附され，薬

液に抵抗性の少い約 10%の健nセルローズを含む)94%とペントーザン 6%から成ってい
る。とのものは l%-NaOHによって 60.38%が抽出され，その際ベントーザンは全ぺント

ーザンの 94%が抽同されているから， 抽出物は可溶性セルローズとベントーザンである

ととは明かである。

腐朽木材の研究に必ける，アルカリ抽出物の，(iめる位置は重要なものでるって，次第

に詳細な研究4)が進められてきてはいるが， 利!日の立場からも今後大いに迫究すべき問題

である。

8. ベントーザンおよびメチルペントーザン

金ベントーザンは合有率，絶針1itともやや減少の傾向を示しているが，メチルベント

ーザンは増加するものもある。とれは西国均等もすでに指摘しているととろでるる。ベン

トーザンは腐朽型の如何をとわや， 完全消費されるととはなく試料んの 5.70%が故低℃、

るり，絶封量の減少率はんの 55.5%(原ベントーザンに封し)が最高でるって比較的低い。

メチルペントーザンの合イf塁手が， 特に褐色朽に沿いて目立って多いのは， セルローズt.l:

Eの分解生成物からくる，ホキシメチルフルフラールの影響による町ととも考えられて検

討すべき飴地を建している。しかLベントーザンは定量法から考えて，加水分解などによ

り費質した形のものも定量艇に含まれているので， とれを可溶性部分の合まれていない

CROS.'， & BEV ANセルローズの定量値と比較してその分解が少いとするととは危険で、ある。
な沿，~の合有ベントーザン 5.7% は， l%-NaOHによってその 94%が抽出されたととは，

すでに前にも述べたが.明かに分解をあらわしている。

9.セルローズ

セルローズの合千{王手は，白色朽，補色朽，中間j朽のそれぞれの榔朽型によって，増加，

減少，不費の 3 つの場合がるるが，絶!:t長\:は何れの腐朽1'~に沿いても減少し，例外なく分

解されるととを示している。とのセルローズの分解は，さらに rセルローズの減少によって

もIljjかである。セルローズの分解は色々な立場から研究され，すでにアルカリに針する溶

解性的，軍合度:14/，6¥x松岡54)，視屈折捕't.l:どによって行われた結果がIVlかにされている。

セルローズは向色朽の場合は分解されないとする人もあるが掛川， 残存するととが直ちに

分解しないとする考えはあたらない。筆者-等の賓験の結果からも，腐朽によって分解され
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るととはIlJfかとなっている。例えば白色繊維rAA物んについてみると，

1) 元素組成は決議 43.89%. 水素 6.25%. 酸素 (49.86%) であって賞験式 Cl~H!20lJ

がえられ，茨水化物の組成を示し加水分解された木材セルローズである。

2) フロログルシンによる lJグユンの虫色反磨、がなく，盛素化して亜硫隈ソーダ溶液

で底潤しても，無色のままi容出し， さらに i2%-H2S04に完全にi存解するととか

らリグニンのイ手伝は認められない。

3) アルコール・ベンゼンによる抽出物ぽ痕跡であって，樹脂などのイf‘在は認められ

ない。

4) マンナンは試料の償少のため定量しなかったが， とれは腐朽の初期に沿いて容易

に消失するととが知られて沿り叫必そらく境作しないものと思われる。

5) ペントーザン合有率¥5.70%。

6) 1回の脆リグ=ン底測により痩存する部分は 84.75%であるが， 股リグ=ン慮理

によってi容出した部分は，可溶性に境質したセルローズとペントーザンの一部で

あるととが推定されるから， セルローズ 94.:ro%.ペントーザン 5.iO%から成っ
ているものと思われる。

とのような組成をもっ，菌によって単灘されたセルローズは 1%-NaOHに60.38%の

多量がi容向し C'Ros，.<; & BEV ANセルローズとして光景された 84.75%は， αーセルローズ

18.38%. fJ・セルローズ 50.29%.r-セルローズ 16.08%となってたり， 明かに分解されて

いるととを示している。 さらに禍色朽に沿けるセルローズも，合3有塁手と絶封量の減少，公

J:ぴ a-セルローズの減少tr.と、からその分解は明かであるが，セルローズ， りグニン，ペン

トーザンたよぴ友分として定量された成分以外のいわゆる可溶性物質の茨素含有率は， リ

グニン，タンユンたよび樹脂ゑEにくらべてはるかに低く，セルローズの分解生成物が主

成分でるるととが炭水素分析の結果からも推，屯される。 従ってセルローズほんと同掠に

可溶性に分解慶賀した形で相蛍:Iii:残存しているととがわかる。とのように腐朽木材のセル

ローズは，何れの腐朽型においても分解されているので，繊維を日的とする工業の原料と

しては好ましくなく，樹色朽の場合はパルフ・の牧量が低い上に，得られたパルプの品質も

悪質で，~うるととが知られている民間。 一方，白色朽の場合はパルプの品質に影響したいと

いう報告，77)もあるけれども，筆者等の分析の結果からは，牧量の上からも品質の上からも

決して好しくないものであるととは明かである。

10. リグ=ン

白色朽ではリグユンの合平{喜容が減少し，綿色朽では精力日するととは既往の結果と一致

する。また制色朽の場合，絶封量が増加する場合のあるとと剖〉もすでに知られているが，
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とれは腐朽による材の牧縮を考えれば容易に理解で、きる。すたわち，褐色朽の材は甚しく

範裂の多いととから考えても，収縮の著しいととは解るが，炭素必よぴ水素の項でも述べ

たどとし例えばらから Q に費化する聞に 1方向に沿いて，すでに 12-25%の牧縮が

みられ，さらに建りの2方向の牧縮をも考慮すれば牧結はー厨大きく， リグユンの絶封量

が婚1mしていないとと削除明かでるり，とれはメトキシル基の消長によってもわかる。試
料Dについては，さらに著しい増加の傾向がみられるが，とれらはそれぞれの場合の牧縮

と. I瀞沌採取した位置の相違による偏差を考えると，すべて設明しうるものと忠弘次

に，キカイガラタケによる腐朽は他の補色朽の場合とは外観的に殆んど差異は認められな

いが.I試料Hについてみると，腐朽はすでに中期から末期の段階に達しているにも拘らや，

Hグニン合有塁手は 32.11-33.94%と，他の褐色朽にくらべて著しく低いととがわかる。と

の傾向は安素合イf君事にも現れていて，むしろ白禍中間腐朽型と考えられるほどでるる。 と

れはとの菌による腐朽型の特徴とも思われるが，今後に検討の徐地をEをしている。一方ヒ

ノキとサワラの腐朽木材は， リグ=ン含有苦手，決素合有塁手ともに高<. ととに，サワラは

炭素合イ{率が64.539杉と，殆んどリグユンの炭素含有運転と同秤.度でるる。

さらに，リグユンの性質について，メトキシル基告ともとにして検討した結果によると，

木材中のメトキシル基が総てリグニンに基因するものとして計算した腐朽木材中のリグエ

ンのメトキシル基含有率は，健全材のそれよりやや低く，サワラのみが特に低い値を示す。

とれを第10表に示す。

.10畿 圏官朽沖4材中のメトキシル基含有意とログユンとの鱒係
Table 10. Relation加抑制1∞Ha∞ntentand lignin in decayed wα刈

. 
聞木賢ン建s材に'田基中タ町の闘品すメνtのるFdキもメEシのTトルキと基シしmがてル血a基算a定含て町有し，d事たグw磁ι 叫

S試amp料le 
メトキシル基 リクン
臼JH3 Lignin 

% % 

AS 5.84 29.93 19.52 

A:i 4.77 26.55 17.98 

弘、 5.36 • 28.20 19.02 

B( 4.88 27.63 17.67 

B. 5.14 28.99 17.73 

B3 5.03 27.40 18.34 

C。 5.39 27.21 19.79 

Cl 4.28 25.97 16.46 

G 5.81 31，14 18.64 

q 7.83 48.28 16.錨

E 8.73 45.15 19.35 

G， 9.15‘ 73.73 12.40 

長 幸毛Ik不明瞭
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.1l1陸軍般硫敵Pグ品ン
のメトキシル基含有望慎

τ油le11. OCH3 content 
of isolated lignin 

h試mp料le ト∞キhε 洲V一正屠

ラ4

E斗 12.26 

C1 11.12 

C2 13.18 

ca 9.36 

Do 12.79 

DI 14.67 

D2 10.23 

D3 9.30 

とのように費化は少いけれども，腐朽によって僅かに減

少の傾向を示している。さらに皐穣した硫酸リグユンについ

ての傾向は第 11表のようである。

との含有運転は一般に低い値を示していて，腐朽による賓

化の傾向は股メトキシルを示し，ととに末期に沿いて著しい。

木材中のメトキシル基含有君事から算定したものと比較して，

単緩リグニンのメトキシル基含有率の低いのは，忠雄のさい

に肱メトキシルが行われたととによるものであろう。

11. 天然腐朽木材分析上注意すべき諸紡

以上Jそれぞれの分析項目別に考察を試みたが，これら

を綜合して腐朽木材分析の全般にわたり注目すべき諸鮎を列

記すると，

1) 腐朽木材は数種の菌の着生， さらに昆滋の影響などが複雑に閥興している場合が

あるから，一定の菌によって腐朽した材の，あて材たどのごとき特殊な性質の部分をさけ

て試料を味取しなければならない。

2) 試料調整の僚件は健全材分析の場合のように， 必やしも 60-100meshが遁嘗で

なく，腐朽紋態を考慮して，それぞれの腐朽段階の材を代表できる試料を採取する。一般

に健全材の試料よりもやや粗大に調整し，底理の容易と均ーをはかる.

3) 分析上故大の障符は泌過困難である。

4) 茨素分析の結果は腐朽木材の性質の如何に拘らや正確な他をうるととができ，決

素合布率は白色朽，樹色朽沿よぴ中間朽にゐいてそれぞれ減少，土骨加沿よぴ不費を示して

いて，腐朽型の分類上引力主主基準をるたえる。

5) セルローズ， リグニン沿よぴベントーザンの 3主要成分は，分析して成分合有率

として現れた主主値とその成分の性質はもちろん，可i存性に境目した部分の合有率たよび性

質をも究明しなければ，腐朽木材の性質はlりjかにしがたい。

6) メチルベントーザンの定量訟を検討して，他の成分からの影響を除かなければ，

ペントーザンの質態は明かにしがたい。

7) 絶封貴の士宮減は，賞験室に沿いて一定量の健全木材を腐朽させ，成分の消長を賞

測した値を比較参考にし，とれと，さらに天然腐朽木材の牧輸を考慮して判定すれば正確

定主値が得られる。しかし僅少の費化は容積重の，材の部位による偏差によっても生やるから

.これを線、て腐朽に基悶するとするととは危険である.

成分合有率.の費化についても同様で、ある。
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8) 外観による腐朽型のう博ほ，化製成分上からの分類と必やしも一致しないから，

腐朽木材の利用上，これを化撃的に分類するととが適賞であろう。

Vll摘要

天然に多く存注している腐朽木材の鹿沼1は，木材の集約主主利用ゐよび森林経皆上から

も重要なので，その化接的利用方法を見出すためにとの研究に着手した。ととには，その

基礎的研究として腐朽木材の成分組成沿よびその費化について，天然腐朽木材から健全，嵯

色，中期必よび末期の四段隔の材を採って普通の木材分析法に準撮して分析し，それぞれ

の菌による腐朽の特性をと究明した結果について報告する。 その大要ぼ英文 Summary中の

表(280頁)のごとくでるる。

賞輸の結果から，戎の事がわかる。

1) 何れの場合に於ても脊積重の減少とアルカリ可博物の増加が肴:しい。セルローズ

必よびリグエンはつねに費質，分解するが菌0種類によってその程度を異にするので腐朽

の型を次の 3積に隔日IJした。

a. r'i色朽一一セルローズよりもリグ=ンを多く円すもの。

b. 梢色朽一ーリグニンよりもセルローズを多く胃すもの。

c. ~\1 /lll朽一一雨者を同ヒFむ主に同すもの。

2) 腐朽の進行と共に，各成分は著しく費質している。 リグ=ンは一部脆メトキシル

が起り，アルカリ可溶性を柑1mしている。セルローズは，例えばエゾノコシカケによって

レンズ欣孔中に硬された白色識組:欣物は， α・セルローズ 18.38%， ペントーザン 5.70弘

l%-NaOH可博物 60.38%，元来組成は C1:iH20)1lでおって， EE:合度の低い費質した木材

セルローズであることを示している。

3) 腐朽木材の成分は健全材のそれと甚し〈異なるので，そのrE確危組成を知るため

には，腐朽木材に適した分析法の確立が笠ましい。
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IX Summary 

As the treatment of decayed. trees in the natural forest is important for the intensive 

utiIization of wood and to the forest management， the authors undertook tofind some 
method of making chemical utilization of decayed wood. 

In this report， as a fundamental study， the authors have analysed the chemical compo-
sition of the decayed wood by the usual method of wood analysis. Samples were taken 

from the trees decayed by certain wood-destroying fungi， and divided into four stages-sound， 
discoloured， more-rotted (partially rotted)， and the most-rotted (completely rotted). 
Principal results were shown in the following table. 

As results of the investigation it could be stated that: 

1) Generally the volume weight of the deαyed wood was decreased and the alkaIi 
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Table 12. 

Analysis of Decayed W似刈. (Pick-up Data from Tables 1-7) 

Fungi時胞eies W似測ilspecies 

|竺13Z閥日記2
助制sjez旬間isT. et K. I助 eaタzω脚色CARR.

R均'por叫sborealis FR. I PWea GUJhnii M組 T・

Pol1/POrU8拘l8ame制 PK・IpiceαGUJhnii MAST. 

，1 Ab伽 sachalinenBIBScIlM. 
PolU1J07・制 L 

II~: ."::'...'.. ."_.'0. "". {I P唱ceaGUJhnii MAsT. Schweinit3ii FR. 11 

Lenzit6s ~伊iari

MeruliU8lacr抑協問

II Lari:x:加empferi8A闘・

PWoaタzoensisCARR. 

Rωajez06鈍抑CA陥.

Unknown (lZZZ222::ニI= I = I o~o I = I = ):コ
三官民|計前Tlz|す!?lbr副知of

Brown 

判-I -1:;: i - Brown 

Brown 

solubility was greatly increased in comparison with sound wood. Cellulose and lignin were 

always disintegrated and decomposed at various rates of spced by different fungi. Therefore 

three decay types have been distinguished， (a) white rot-attacks lignin in preference to 
cellulose， (b) brown rot-attacks cellulose more rapidly than lignin， and (c) intermediate 

rot-attack:s both lignin alld cellulose to an equal extenι 

2) According to amount of decay the constituents of wood had been greatly decomposed. 

Lignin was demethoxylated and its alkali solubility was increased. Wood cellulose was 

disintegrated叩 ddepolymerized， for instance， the white fibrous material， left in lens-form 
hole of the deαyed wood by Fomes jezoemis TocUINAI et .KAMEI， contained 18.38 per cent 
a-cellulose， 5.iO per cent petosan， 60.30 per cent 1%・NaOHsoluble matter， and had the 
empirical formula CU(H10)1I・

3) The chemiαcomposition and properties of the constituents of decayed wood are 

so different from those of sound wood， that it is desirable to modify the usual method of 
analysis suitable to the chemiαproperties of decayed wood. 


